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救護施設だより

題字は利用者の藤原かつ子さんが書きました

① うるち米ともち米を１:１の割合

で合わせ、通常の水分量（うるち

米水分量）で炊く。

② 炊き上がった米をおはぎ程度（米

粒が残る位）にすりこぎで潰す。

※ 量が多い場合は餅つき機でつ

いても良い。

③ 潰したものを熱いうちに一口大に

丸め、すぐに冷水の中に入れる。

④ 冷水から引き上げ、水を切ったら

お好みの汁物の中に入れる。

12 月 22 日の冬至、厳しい冬を乗り切ろうと、お風呂には柚子を浮かべて柚子湯を楽しみました。また、

お正月を先取りしてお雑煮で体を温めようという事で、「だまこ雑煮会」を行いました。「だまこ」は秋田

県の郷土料理で、うるち米を使った団子のようなものです。それを名立園でアレンジし、調理職員が何度

も試作・試食を繰り返して、最も餅に食感が似ていて安心して食べられるものに仕上げ、利用者の皆さん

に提供しました。「餅より食べやすくておいしい」などの声が多かったため、年明け 1 月 10 日には「だま

こ汁粉の会」も行い、「お餅はちょっと危ないかな？」という利用者でも安心して食べる事ができました。



現
在
の
耐
震
設
計
基
準
は

昭
和
五
十
六
年
に
大
改
正
さ
れ

た
も
の
で
、
名
立
園
は
昭
和
五

十
五
年
三
月
の
完
工
で
あ
り
、

こ
の
基
準
に
は
該
当
し
な
い
建

築
物
で
し
た
。

新
潟
県
は
平
成
十
六
年
に

中
越
地
震
、
そ
し
て
十
九
年
に

は
中
越
沖
地
震
と
相
次
い
だ
大

地
震
に
遭
い
、
中
越
沖
地
震
の

際
に
は
上
越
市
で
も
震
度
６
弱

を
観
測
し
、
近
隣
の
民
家
も
被

災
し
名
立
園
の
建
物
も
一
部
に

亀
裂
が
入
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

が
落
下
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

二
十
一
年
度
に
耐
震
診
断
を
実

施
し
た
結
果
、
管
理
棟
の
玄
関

と
屋
上
部
分
、
体
育
館
二
階
部

分
（
平
屋
で
あ
る
が
構
造
上
は

二
階
建
の
部
類
）
の
強
度
が
足

り
ず
補
強
が
必
要
と
の
こ
と
で

し
た
。
し
か
し
、
幸
い
な
事
に

全
四
棟
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
筋

の
劣
化
も
無
く
、
利
用
者
の

居
住
棟
は
耐
震
強
度
も
満
た

さ
れ
て
い
る
と
の
診
断
が
出

て
一
つ
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
診
断
結
果
を
受
け
て
、

二
十
二
年
度
に
耐
震
補
強
設

計
を
行
い
、
並
行
し
て
新
潟

県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化

等
臨
時
特
例
基
金
事
業
と
の

関
連
で
国
・
県
補
助
事
業
と

し
て
頂
け
る
よ
う
新
潟
県
に

整
備
計
画
の
協
議
書
を
提
出

し
、
二
十
三
年
三
月
に
補
助

事
業
と
し
て
の
採
択
を
頂
き

ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
度
六
月
に
補

助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
、

十
一
月
末
の
完
了
を
目
途
に

準
備
に
入
り
、
九
月
上
旬
に

公
募
（
建
築
と
機
械
・
電
気

の
分
離
発
注
）
に
よ
る
指
名

競
争
入
札
を
行
い
、
二
ヶ
月

半
の
工
期
で
工
事
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。

本
工
事
に
は
給
水
設
備
（
管

理
棟
屋
上
の
高
架
水
槽
撤
去
他
）

の
改
修
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
利
用
者
の
生
活
に
出
来

る
だ
け
影
響
の
少
な
い
時
期
を

選
ん
で
工
事
を
実
施
し
、
途
中

一
回
の
工
期
延
長
申
請
が
あ
り

十
二
月
二
十
日
完
工
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
中
越
沖
地
震
以
来

の
懸
案
事
項
が
解
決
し
、
利
用

者
は
地
震
に
強
い
安
全
な
建
物

で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
環

境
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
本
工
事
の
実
現
に
ご

尽
力
下
さ
い
ま
し
た
関
係
各
位

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
利
用
者
の
安

心
・
安
全
を
最
優
先
に
し
て
施

設
運
営
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
御
指
導
・
お
力
添
え
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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天井と二階部分に

鉄骨ブレースが入

り、外壁も軽量化

されました。

高 架 水 槽 が 入 っ

た塔屋を撤去し、

給 水 設 備 を 新 設

しました。

鉄骨ブレースを

増設しました。



九
月
十
三
日
、

十
四
日
の
一
泊
旅

行
で
、
ぶ
ど
う
園
、

群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ

ー
ク
、
草
津
温
泉

に
出
か
け
て
き
ま

し
た
。
群
馬
サ
フ

ァ
リ
パ
ー
ク
で
は

間
近
に
た
く
さ
ん

の
放
し
飼
い
の
動

物
を
見
る
事
が
出

来
て
、
と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま
し

た
。
ぶ
ど
う
狩
り
で
は
、
た
わ
わ

に
実
っ
た
ぶ
ど
う
に
目
移
り
し

な
が
ら
ハ
サ
ミ
で
丁
寧
に
切
り

取
り
、
施
設
へ
の
お
土
産
に
し
ま

し
た
。
草
津
温
泉
で
は
、
名
物
の

十
二
月
に
入
る
と
玄
関
ホ
ー

ル
、
集
会
ホ
ー
ル
、
食
堂
に
ク

リ
ス
マ
ス
の
飾
り
つ
け
が
さ
れ

ま
し
た
。
二
十
二
日
に
は
ク
リ

 
 
 
 
 

ス
マ
ス
会
が
行

わ
れ
、
体
育
館

に
利
用
者
と
職

員
が
集
ま
り
、

 
 
 
 
 
 

輪
に
な
っ
て
ク

 
 
 
 
 
 

リ
ス
マ
ス
ソ
ン

 
 
 
 
 
 

グ
に
合
わ
せ
て

 
 
 
 
 
 

楽
し
く
踊
り
ま

湯
も
み
シ
ョ
ー
を
見
物
し
、
名

湯
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
間
天
気
も
良
く
、
車
中

と
宴
会
は
カ
ラ
オ
ケ
で
大
盛
り

上
が
り
。「
お
い
し
い
御
馳
走
と
、

買
物
を
た
く
さ
ん
出
来
た
事
が

良
か
っ
た
」「
カ
ラ
オ
ケ
が
一
番

良
か
っ
た
」「
温
泉
が
良
か
っ
た
」

等
、
利
用
者
一
人
一
人
が
充
実

出
来
た
旅
行
で
し
た
。

し
た
。
そ
し
て
食
堂
で
は
ツ
リ

ー
を
中
央
に
置
き
、
サ
ン
タ
ク

十
一
月
二
十
九
日
、
三
回
目

と
な
る
「
ラ
ー
メ
ン
親
父
の
会
」

の
皆
様
に
よ
る
慰
問
が
あ
り
ま

し
た
。
新
潟
県
内
十
数
軒
の
ラ

ー
メ
ン
店
主
の
集
ま
り
で
、「
ラ

ー
メ
ン
を
通
し
て
何
か
社
会
に

貢
献
で
き
な
い
か
」
、
「
本
物
の

ラ
ー
メ
ン
職
人
が
作
る
熱
々
の

ラ
ー
メ
ン
を
瀬
戸
物
の

丼
で
食
べ
て
貰
い
た
い
」

と
い
う
温
か
い
気
持
ち

が
こ
の
ラ
ー
メ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
始
ま
り
と

ロ
ー
ス
の
格
好
を
し
た
り
、
三

角
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
し
て
ク

リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
満
点
の
中
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
く
だ
さ

っ
た
「
珈
琲
工
房
か
さ
は
ら
」

の
笠
原
さ
ん
が
入
れ
て
く
れ
た

香
り
高
く
味
わ
い
深
い
コ
ー
ヒ

ー
と
共
に
ケ
ー
キ
を
頂
き
ま
し

た
。
利
用
者
の
方
々
か
ら
は
「
お

い
し
か
っ
た
よ
」
の
声
が
た
く

さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

聞
い
て
い
ま
す
。

今
回
名
立
園
に
は
、
地
元
上

越
市
内
の
「
あ
ご
す
け
」
様
を

代
表
と
し
た
県
内
三
軒
の
ラ
ー

メ
ン
店
が
来
園
し
、
塩
ベ
ー
ス

の
特
製
ラ
ー
メ
ン
と
チ
ャ
ー
シ

ュ
ー
飯
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
取
引
業
者
様
の
協
賛

も
頂
き
、
食
材
も
丼
も
全
て
持

ち
込
み
と
い
う
事
で
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
ラ
ー
メ
ン

が
大
好
き
で
す
。
本
格
的
な
ラ

ー
メ
ン
の
味
に
、
大
満
足
な
ひ

と
時
で
し
た
。
食
べ
終
え
た
人

が
厨
房
に
向
か
い
「
ご
ち
そ
う

さ
ま
、
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と

 
 

 
 

 
 

 
 

五
穀
豊
穣

 
 

 
 

 
 

 

や
健
康
・
安

 
 

 
 

 
 

 

全
な
ど
を
願

 
 

 
 

 
 

 

い
な
が
ら
、

 
 

 
 

 
 

 

あ
ず
き
色
の

 
 

 
 

 
 

 

艶
や
か
な
水

木

に

お

餅

や
大
判
小
判
、
米
俵
な
ど
を
飾

り
付
け
る
伝
統
行
事
で
す
。
今

年
も
一
月
十
二
日
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
飾
り
付
け
た

「
ま
ゆ
玉
の
木
」
は
、
正
面
玄

関
に
飾
っ
て
来
園
さ
れ
る
方
々

の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

各
家
庭
で
は
あ
ま
り
行
な
わ

れ
な
く
な
っ
た
年
中
行
事
で
す

笑
顔
で
お
礼
を
言
う
と
、
忙
し

い
仕
事
の
手
を
止
め
、
声
を
揃

え
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
一
人
一
人
に
答
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。
心
温
ま
る
光

景
に
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

が
、
当
施
設
で
は
地
域
の
小
正

月
の
風
物
詩
で
あ
る
こ
の
行
事

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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新
潟
県
冷
凍
食
品
協
会
様

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
た
く
さ
ん

の
冷
凍
食
品
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
贈
呈
式
を
十

月
十
七
日
に
名
立
園
に
て
行
い
、

新
潟
県
冷
凍
食
品
協
会
会
長
の

前
原
康
宏
様
か
ら
利
用
者
代
表

の
自
治
会
会
長
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
赤
魚
の
塩
焼
き
百
三
十

食
分
、
高
級
焼
売
百
六
十
食
分
、

マ
ン
ゴ
ー
デ
ザ
ー
ト
百
二
十
八

食
分
の
冷
凍
食
品
を
そ
れ
ぞ
れ

頂
戴
し
、
食
事
の
際
に
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
、
名
立
中
学
校

の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

「
手
軽
で
簡
単
に
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
冷
凍
食

品
で
す
が
、
そ
こ
に
「
お
い
し

い
」
と
い
う
印
象
が
強
く
加
わ

り
、
冷
凍
食
品
を
見
直
す
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

し
て
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

 

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
て
、

広
い
園
庭
の
あ
ち
こ
ち
に
落

ち
て
い
る
桜
の
落
ち
葉
を
、
短

時
間
で
手
際
良
く
掃
い
て
く
だ

さ
り
、
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
広
い
食
堂
を
丁
寧

に
一
生
懸
命
雑
巾
が
け
し
て
い

た
だ
き
、
汚
れ
の
あ
っ
た
床
も

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
名
立
中
学
校
の
皆
さ

ん
に
は
、
園
内
外
の
掃
除
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。

○

寄
付
金

水
嶋
敏
昭
様

沢
田
長
一
様

岡
田
洋
子
様

妻
嶋
三
好
様

赤
野
俣
町
内
会
様

竹
内
三
郎
様

高
橋
武
司
様

小
林
仁
士
様

塚
田
正
様

白
石
洋
子
様

笹
川
兵
蔵
様

鈴
木
公
子
様

信
越
化
学
労
働
組
合
直
江
津
支
部
様

○

寄
付
物
品

池
亀
久
兵
衛
様

徳
田
美
代
様

新
田
美
枝
子
様

塚
田
暢
夫
様

竹
内
ミ
サ
子
様

新
保
栄
子
様

直
江
津
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
様

塚
田
正
様

横
尾
サ
ツ
様

沢
田
常
夫
様

山
﨑
二
美
子
様

福
原
正
明
様

橋
本
南
夫
様

新
潟
県
冷
凍
食
品
協
会
様

水
嶋
敏
昭
様

松
之
山
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
様

竹
内
十
四
昭
様

井
上
商
会
様

斉
藤
豊
様

歌
川
勇
治
様

名
南
保
育
園
保
護
者
会
様

○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

八
月
二
十
日

（
納
涼
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

岡
崎
朝
一
郎
様

竹
内
楓
様

池
亀
真
生
様

矢
嶋
香
里
様

竹
内
妙
子
様

松
木
彩
香
様

濱
野
紗
也
様

中
野
亜
里
沙
様

少
年
名
立
太
鼓
様

十
五
名

ナ
ニ

マ
ウ

ロ
ア
様

八
名

信
越
化
学
労
働
組
合
直
江
津

支
部
Ｙ
Ｇ
様 

 
 

二
十
名

名
立
商
工
会
青
年
部
様

四
名

名
立
商
工
会
女
性
部
様

六
名

牛
木
昇
様

高
橋
健
一
様

九
月
十
七
日

（
介
護
員
業
務
補
助
・
利
用
者
対
応
）

丸
山
希
望
様

十
一
月
一
日
（
清
掃
奉
仕
活
動
）

名
立
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

委
員
会
様 

 
 

 

十
五
名

十
一
月
二
十
九
日

（
ラ
ー
メ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

麺
屋

あ
ご
す
け
様

二
名

中
華
そ
ば

来
味
様

一
名

ラ
ー
メ
ン

た
か
み
ち
様

一
名

十
二
月
六
日
（
松
の
雪
吊
り
）

高
橋
武
司
様

十
二
月
二
十
二
日

（
ク
リ
ス
マ
ス
会
コ
ー
ヒ
ー
提
供
）

珈
琲
工
房
か
さ
は
ら
様

一
名

一
月
十
七
日
（
歌
・
踊
り
披
露
）

名
南
保
育
園
様 

 

十
二
名

※

手
芸
ク
ラ
ブ
指
導

（
毎
月
二
回
）

仲
田
栄
子
様

原
田
綾
子
様

渡
辺
忠
子
様

能
生
地
区
民
生
委
員
協
議
会

女
性
部
様

名
立
商
工
会
女
性
部
様

※

生
花
ク
ラ
ブ
指
導

（
毎
月
二
回
）

岡
田
洋
子
様

原
田
綾
子
様

渡
辺
忠
子
様

※

洗
濯
業
務
補
助

（
毎
週
金
曜
日
午
後
）

笠
原
良
子
様
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平成 23 年 8 月～

  平成 24 年 1 月
※順不同

今
回
は
新
し
い
試
み
と
し
て

「
だ
ま
こ
雑
煮
会
」
を
行
い
ま

し
た
。「
だ
ま
こ
」
と
は
「
黙
っ

て
食
べ
て
し
ま
う
程
美
味
し

い
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
と

て
も
美
味
し
く
味
わ
う
事
が
で

き
ま
し
た
。

新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
健
康
で
、
楽

し
い
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
祈

り
を
込
め
て
、
新
風
を
吹
き
込

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。


